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ＪＡＺＺフェスティバル

第71回八丈島民大学講座（主催：八丈島文化協会・首都大学東京）が９月１０日

（土）夜と１１日（日）午後、七島信用組合八丈島支店２階ホールで開かれ、２日間

で延べ８２人が受講しました。

１日目「自然界に学ぶ表面機能の不思議」（システムデザイン学部・諸貫信行教

授）では、身近な動植物がもっているさまざまな表面機能の不思議な働きを科学的に

解明し、人々のくらしに活かそうとする研究が進み、特に微細な粒子の活用は便利な

暮らしの実現に貢献しているが、海洋汚染などの深刻な問題もはらんでいる。海山に

近い島は、生態系全体を見渡しやすい環境にあるので、注意深く見守っていく必要が

あることを学びました。

２日目「郷土史に親しむ－地方史の読み方－」（都市教養学部・谷口 央教授）で

は、地方史の編纂に当たっては、まず大きな柱を建てること、伝記・伝説が生まれた

社会を知る、全国史と連動して地域独自の動きを捉える、史料に基づき過去の社会を

浮かび上がらせるために地域を挙げて写真の収集に力を入れるなど、地方史を編むた

めの貴重な助言をいただきました。

講師を派遣してくださった首都大学東京、会場を提供してくださった七島信用組

合にお礼申し上げます。

※協会の主催・後援イベントや加盟団体の活動を中心に掲載しています。

詳細は協会ホームページおよび「FAXメール通信」をご参照ください。

１０月 ２９日（土）東京文化財ウイーク開始（～１１月６日(日)まで）

３０日(日)NPOあびの実子ども招待公演「狂言ミュージカル・入間川」協会後援

１１月 ２０日(日)宇喜多秀家供養舞（樫立踊り保存会）

10月～11月のイベント（協会主催・後援、加盟団体

「八丈島JAZZフェスティバル 2016」の 最大の魅力は、「恒例！ プロとアマチュア 夢の共演」

「実現！島内の小・中・高校生 が勢揃い」 「初の試み！島外参加者との共演」の3つでした。

まず、プロ・アマチュア夢の共演では、今年もプロの方の音を間近で聞くことができ、同じ舞台で

演奏する、というとても貴重な体験ができました。「自分もこんな風に吹きたい！かっこいい！」

「どうしてこんないい音が出るんだろう？すごい！」そんな声が溢れていました。

また、今回の舞台は島内の小学生・中学生・高校生が勢揃いした、今までで一番大規模な舞台とな

りました。フィナーレでは、出演者、お客さん、全員がひとつになって「翼をください」を演奏しま

した。会場にいる一人一人がひとつの音楽を作る一員なんだと感じました。会場がひとつになれた瞬

間を味わうことができて、とても感動しました。

そして、今年は島外参加者として、開成ジュニアアンサンブルのみなさんにおこしいただきました。

日頃からビックバンド形式でJAZZを演奏している、開成ジュニアのみなさんの演奏は、小学生とは思

えないほど迫力があり、私たちにとって大きな刺激になりました。

ここで、私たち"CJP"の活動を紹介します。

「Children Jazz Project」 略称"CJP"とは、この八丈島JAZZフェスティバルを自ら作り上げて

いきたい、続けていきたい・・・ そんな思いを持った私たち、中高生で結成した団体です。（次頁
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念願の３００名以上の集客を達成でき、思わずガッツポーズ

がでました。振り返ってみれば、実行委員会の立ち上げに始ま

り、予算組み、舞台の内容等、各部門の委員になっていただい

た方々の献身的な働きなしには、９月１８日は迎えられません

でした。最終リハーサルの時にまで内容の検討がなされました

が、よりよい舞台作りには、このような努力が必要な事だと思

います。

第５回の八丈島芸能文化祭実行委員には、今回以上の多数の

方々の参加をお願いします。

一緒に活動しませんか。 芸能文化祭実行委員長 奥山

昔の月見を

楽しもう！

樫立場踊り体験

８月１８日、協会の交流イベントとして「昔の月見を楽しもう」を

大賀郷園地で行いました。参加したのは、協会会員をはじめとした約

５０人。川上絢子さんによる八丈の月見にまつわる昔話が披露された

あと、樫立踊り保存会のみなさんのご指導で、昔、月見のときに踊ら

れていたという樫立の「場踊り」を参加者全員が体験しました。

食べたり飲んだり踊ったりしながら楽しんだという昔の月見にちな

み、絢子さんが用意してきてくれたお供えのごまおにぎりや、保存会

さんからの差し入れの岡山のきび団子なども口にして、さあ、最後に

もうひと踊り、と思ったところで、お月さまが雲がくれ・・・雨まで

が降ってきて、そのまま解散に。

最後はちょっと残念でしたが、昨年は最初から雨天で催し自体がで

きなかったので、今年はまんまるのお月さまのもと、「昔の月見」を

みなで体験することができてよかったと思います。

文京区民、在勤者などで構成され、アマチュアのオーケストラとして海外公演も多い「文京区民オーケスト

ラ八丈島演奏会」（楽団員・随行者９１名が来島）が９月２３日、２４日におじゃれホールで開催されました。

２３日は、小中学生の音楽教室として行われ４２３名が鑑賞。八丈町歌では大賀郷中学校合唱部との生演

奏によるコラボレーションもあり、本島初といえる本格的オーケストラの演奏を堪能しました。

２４日は、一般島民への演奏会が行なわれ、ホールにほぼいっぱいの３５０人以上が入場し、皆さんお馴

染みの名曲もあって、大きな拍手が鳴りやまないほど高揚した雰囲気の舞台でした。

演奏会後のレセプションで、指導されている指揮者の松下功氏（東京芸術大学副学長）は「八丈島の皆さ

んの文化レベルの高さに感心した。縁あっての演奏会なので今後も文京区と八丈町の文化交流を進めるこ

とを提案したい」と感想を述べられ、団長の太田治氏は「海外公演などもしてきたが、今回、国内演奏会に

八丈島を選んだことは大変良かった。島の皆さんの協力と文化水準の高さもあって、わがオーケストラに

とっては新しい試みであったが大成功だった」と、八丈島への共感を熱く寄せていました。

文化協会は、後援団体として八丈町と共に、演奏会の成功のため協力しました。演奏会実現には、町立病

院渡辺繁医師（団員・オーボエ奏者）のご尽力が大きかったことを記し、演奏会成功のお礼といたします。

八丈島芸能文化祭を終えて 9/18

文京区民オーケストラが八丈島演奏会 9/23・24
（前頁から） Tシャツやポスターのデザイン、チラシを配る宣伝活動、当日の演出やスタッフの仕事の

手伝いまで、自分たちでできることは自分たちでやる。出演するだけでなく、企画や宣伝の段階から参

加して、自分たちで作り上げるJAZZフェスティバルにする。それを目標に活動しています。

私たち"CJP"の活動やこのJAZZフェスティバルがどのような

目的をもったイベントなのか、ということも まだまだ、知られ

ていないのが現状です。

ぜひ、Children Jazz Project "CJP"の名前を覚えてい

ただき、これからも私たちの活動を応援していただけたら嬉し

いです。よろしくお願いします。

今年の八丈島JAZZフェスティバルも、たくさんの人のご協力

のおかげで大成功に終わりました。本当にありがとうございま

した。

八丈島ジャズフェスティバル実行委員会

CJP委員長 山 下 真 緒

文化フェスティバル 今年も開
第２８回八丈島文化フェスティバルが来年１月に開催されます。

舞台部門は２２日に多目的ホールおじゃれで、

作品展部門は１６日から２２日まで町民ギャラリーで行われます。

協会加盟団体を中心に、島内で文化活動を行っているグループや個人が日ごろの成果を

発表します。 ご期待ください！

社会人、小中生徒、八丈混声合唱団との合同演奏も実現
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